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富
士
砂
防
工
事
事
務
所
、
富
士
宮
市
、
岡
市
教

背
番
目
会
.
富
士
宮
青
年
会
議
所
は
共
慣
で

「あ

な
た
の
心
を
富
上
山
へ
」
を
テ
ー
マ
に
都
3
回
「
富

士
山
へ
の
下
単
位
コ
ン
ク
ー
ル
」
疹
金
属
し
ま
し
た
も

市
上
山
に
対
す
る
思
い
を
手
紙
や
絵
に
車
現

す
る
こ
と
に
よ
り
、
富
士
山
と
地
械
を
い
つ
ま
で

も
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
重
か
な
心
を
持
っ
た
人

と
人
の
文
化
的
な
輔
の
広
が
り
を
目
指
す
こ
と
、

ま
た
人
々
の
富
士
山
へ
の
思
い
を
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に
宇
成

8
年
度
か
ら
拍
め

さ

efレ
れ
九

第

3
固
と
な
り
ま
し
た
今
年
置
は

.
7月
l
白

か
ら

9
円
回
目
の
応
募
問
問
中
に
北
は
北
海
道

か
ら
市
は
沖
縄
ま
で
‘
主
日
出
か
ら
た
く
さ
ん
史
応
館
"

を
い
た
だ
き
前
副
附
々
回
を
止
き
く

k
阿
る

作
品
位
と
な
り
ま
し
た

同

H
M出
日
に
は
富
庇
普
日
島
町
作
家
‘
村
松

ι

組
先
生
を
迎
え
恥
眼
科
事
古
代
を
行
い
u
m
慢
秀
世

特
別
賞
慢
秀
買
佳
作
目
計
川
県
を
決
定
し
、

四
円

6
日
富
上
宮
市
民
主
化

2
館
大
ホ
ル
に

て
ぷ
彰
式
を
行
い
ま
し
た

ま
た
栓
の
揮
に
応
募
の
あ
っ
た
主
作
品
の
展

示
も
ほ
月
2
日
か
ら

6
日
の
五
日
間
行
い
、
ズ
ラ
リ

と
並
ん
だ
富
j
山
町
桂
が
来
喝
青
を
圧
倒
し
ま

』
レ
恥
九

応_.. 敏

〈絵ol部〉
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小学守
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高桂成人

? 

503 '1". 学中413 

高校 I主人 69 

iu修
式
に
引
き
続
き
、
女
性
で
削
め
て
世
界

7
大
陸
の
量
高
峰
世
田
を
成
し
逼
げ
ら
れ
た

喧
山
家
、
田
郡
持
埠
子
さ
ん
を
講
師
に
「
富
士

山
か
ら
世
界
へ
。
」
と
闘
し
、
ス
ラ
イ
ド
を
事

敏
聞
い
な
が
ら
ご
品
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た

田
部

H
さ
ん
は
白
ら
の
経
属
議
る
克
え

必

t
山
町
周
境
、
ご
み
や
ト
イ
レ
問
圃
に
つ
い
て

ぷ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

2874 !.I;i， d十総

3037過

憎
い
刷
作
に
品
れ
る
富
ト
一山
を
午
っ
て
い
く
た
め
‘

ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
岬
る
二
と
な
ど
A

会
場
で
配

ら
れ
た
ぶ
幽
明
性
テ
，
l

シ
ュ
も
そ
の
つ
で
す
》
私

た
ち
也
内
分
た
ち
で
山
米
る
身
近
な
こ
と
か
ら

汀
動
し
ま
し
ょ
う

J十総
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一晶守
争，跡
的民q
u毎年
1

am

富
士
宮
市
長
置

" 山

め
s、

品
ら
仰
の
山
崎
油
》
に
H
W
え
て

繍
食
し
た
品
川
町
緬
W
A
U
W
A
M
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比
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て
1
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W以
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い
う
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省
略
A
n
R
r
a
ψ
2
i
J
q
h

か
ら
の
耐
九
"
は
試
験
ご
昌
司

am
約
に
愉
物
油
の
使
川
£

与
え
て
い
ま
す
た
だ
し
.
終

厳
M
P
桜

内

自

は

v
k
J
ら

の
Q
い
が
湾
い
ま
し
仇
43

ま
た
軌
条
の
峰

L
H
に

お
け
る
陥
叶
滞
へ
の
膨
曹
を

却
先
す
る
た
め
に
都
軌
条

与
機
ム
し
ま
し
た

a
T
成
8
年
か
ら
始
ま
円

-aと
の
耐
久
性
や
安
セ
性

、
た
け
以
節
3
砂
防
ダ
ム
の

一
投
ぴ
淘
嶋
崎
将
の
測
仕
金
付

制
ダ
，
“
金
対
象
と
し
た
う
る
の
で
寸

以
民
権
ー
が
、
千
占
拠

M

q

ω
町
人
件
は
柏
…一
時
間
以

t

H

H
に
終
了
し
だ
こ
と
の
連
続
鍾
私
令
長
施
し
品
刊

に
よ
り
、
広
俗
的
惇
働
に
向
一
条
【
£
行
レ
l
止
の
変
位
ヲ

け
た
た
附
化
以
駁
ee
口

一
ク
レ
ル
の
ず
れ
ua
ひ
ピ
シ
の

円
か
ら
僧
持
続
線
の
包
Mm
一
峨
托
海
令
酬
在
す
る
£
の
で
.

斜
地
《
勾
配
剖

m・渥
M
n

一
変
令
L
M汁

3

4
常
川
プ
レ
ー

約
珂
旦
で
、
開
始
し
て
い
キ
専
の
鋤
何
傭
必
を
だ
純

金
す

一
す
る
a
む
の
で
す
珊
鳩
へ
の

試
験
は
，

F
動
台
市

一
膨
曹
、
に
つ
い
て
は
エ
ノ
ン

を
情
人
〔
写
良
書
開
】
で

一
シ
か
ら
の
体
制
ガ
ス
に
つ
い
て

内
動
運
転
に
よ
り
検

η
一
剥
丘
を
付
奇
も
の
で
ぶ
，

M

返
し
よ
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を
行
い
白
土
偶
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平
成
句
年
度
の
富
士
砂
防
工
事
事
務
所
所
管
事
業
費
は
当
初
の
お
億
8
千
7
百
万
円
‘総
合
経
済
対
策
に
基
づ
く
第
1
次
補
正
予
算
引
憧
3
干
7
百
万
円

そ
し
て
吃
月
の
第
3
次
補
正
予
算
7
億
1
干
4
百
万
円
と
合
せ
て
弱
億
3
干
自
百
万
円
と
な
り
、
切
億
円
を
越
す
大
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
.

第
3
次
補
正
で
は
、
現
下
の
厳
し
い
景
気
の
状
況
を
踏
ま
え
、我
国
経
済
の
再
生
に
全
力
を
尽
す
た
め
、
地
場
経
済
の
実
情
に
即
し
つ
つ
‘

昨
年
度
発
生
し
た
大
規
槙
な
土
石
流
対
策
を
中
心
に
、
投
資
効
果
の
高
い
事
業
に
重
点
を
置
い
て
‘財
源
の
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
執
行
に
努
め
る
二
と
と
し
ま
す
.

より

土
砂
災
害
対
策
と

し
て
、
大
久
保
沢
に

渓
畔
の
樹
木
等
を

生
か
し
た
砂
防
設
備

を
整
備
す
る
。

《
緊
急
防
災
に
係
る
事
業
》

1日

毎
年
頻
発
す
る
土

砂
災
害
に
鑑
み
、
緊

急
的
上
砂
災
害
対

策
と
し
て
、
弓
沢
川

ダ
ム
工
群
を
完
成
さ

せ
る
。

《
福
叫
也
、
医
療
、
教
育
に
係
る
事
棄
》

a月
末
事
烏
県
「か
主
義
」

等
の
土
砂
災
害
に
鑑
み
、
療
養

所
や
老
人
ホ
1
ム
、保
育
園
等

災
害
弱
者
関
連
施
設
を
保
全

対
策
に
有
し、
土
石
流
の
発
生

の
恐
れ
の
晶
る
大
沢
川
扇
状
地

に
お
い
て
除
石
工
等
を
実
施
し
、

下
流
域
の
安
全
を
図
る
。

大沢JII.t実地除石工

《
情
報
通
信
、
科
学
技
術
に
係
る
事
業
》

弓沢第4砂防ダム

土
砂
災
害
か
ら
人
命
、
財
産
を

守
る
た
め
、
大
沢
川
等
に
お
い
て
、

土
石
流
監
視
周
カ
メ
ラ
攻
ひ
光

フ
ァ
イ
バ
ー
等
情
報
通
信
シ
ス
テ

ム
の
基
盤
艶
備
を
推
進
す
る
。

監IIカメ ラ
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富
土
宮
市
の
弓
沢

jH》
専
の
主
川
滝
沢
川
で
は
、

土
砂
災
害
容
晶
閉
止
す
る
施
殺
と
し

τぞ
れ
そ
れ
‘
「弓

沢
沈
砂
地
」「
滝
沢
第

2
砂
防
ダ
ム
」
が
完
成
し
ま

し
た

a
弓
沢
川
は
寓
上
山
の
懐
古
帥

1
5
0
0m付
近
に

源
券
発
し
て
お
り
途
中
左
支
川
の
滝
沢
川
、
大
沢
川
、

中
沢
川
、
そ
し
て
久
遠
寺
川
を
併
せ
富
上
宮
市
格

調
で
-級
河
川
潤
井
川
へ
流
入
し
て
い
ま
す
弓
沢

川
や
滝
沢
川
で
は
、一
同
道
は
小
さ
な
曲
折
を
く
り

返
し
本
当
た
り
の
激
し
い
と
こ
ろ
で
は
M
M
食
に
よ
り

河
川
印
が
包
な
准
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
侵

食
さ
れ
た
土
砂
は
河
床
に
堆
積
し
豪
雨
時
に
下
流

へ
大

一の
土
砂
を
流
出
し
ま
す
.

弓担毘砂地
(平底】 o年 11月完虚}

曽
段
は
本
の
流
れ
て
い
な
い
り
沢
川
も
大
酬
が

続
く
と
た
く
さ
ん
土
砂
存
き
ん
が
卓
が
流
れ
出
し
、

あ
ふ
れ
山
川
し
た
土
砂
に
よ
っ
て
住
宅
や
学
校
な
ど

を
即
め
て
し
ま
い
ま
す

t

こ
の
よ
う
な
危
険
な
上
砂

を
提
え
る
た
め
の
砂
防
施
設
と
し
て
沈
砂
地
は
砂

防
ダ
ム
の
適
地
が
な
い
た
め
河
床
を
掘
り
下
げ
た

も
の
で
す

「弓
沢
沈
砂
地
」
は
、溜
士
宮
市
山
宮
地
先
に
平

成

4
年

5
月
に
着
工
し
、

7
年
を
か
け
渇
沢
織
の

す
ぐ
下
液
に
完
成
し
ま
し
た
。

「滝
沢
第

2
砂
防
テ
ム
」
は
、弓
沢
川
合
流
地
点

よ
り

M
M
程
上
流
に
施
工
さ
れ
ま
し
た
.
こ
の
ダ

ム
は
宮
土
砂
防
工
事
事
務
所
が
と
れ
ま
で
路
工
し

た
砂
防
ダ
ム
の
中
で
一番
高
い
も
の
で
す
。

17作、

よ皇旦
72.500m 

御
中
道
剛
山
行
調
査
報
告

今回(10月20日)の行担ーー'

寓
I
山
両
聞
の
町
川
市
に
は
.
k沢
酬
明
れ
肉
太
沢
川
け
沢
川
、
風
祭
川
山
よ
う

に
山
開
を
制
由
し
て
巾
街
地
を
催
眠
し
潤
外
川
へ
沈
下
し
て
い
る
河
川
と
、
止

川
の
よ
う
に
富
i
川
へ
箱
!
し
て
い
る
河
川
と
が
あ
り
ま
す
寓
土
砂
防
1
事

喚
務
所
で
は
、

F
A械
の
l
妙
子
代
占
附
・
"
の
た
め
の
陸
舵
割
配
と
L
C
必
i
山
御

中
週
内
駅
内
品
川
北
町
抽
せ
の
追
い
や
陥
1
剛
山
仲
町
観
e
r
e
打
い
地
買
の
特
聞

を
捌
み
、
野
沼
町
置
問
状
況
を
測
べ
る
た
め
に
h
q御
中
過
を
貼
丘
レ
て
い
ま

す

-
吠
同
年
同
丹
羽
H
峰

磁

I
R山
岳
止
の
み
ノ
内
会
民
と
タ
プ
ガ
イ
の
小

討
さ
ん
に
同
行
し
て
山
き
綴
上
寓
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よ
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♂
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高
上
砂
防
工
事
務
所
で
は
、
富
上
山
大

沢
崩
れ
対
策
と
し
て
将
来
本
絡
的
に
実
施
を

針
向
し
て
い
る
大
沢
川
源
頭
部
峡
谷
域
に
お

け
る
対
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工
事
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先
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ち
、
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た
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与
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れ
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問
題
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た
め
、
昭
和
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か
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岡
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工
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ま
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査
工
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制
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し
た
施
工
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、
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末
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車
ま
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落
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す
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と
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て
、
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ー
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ネ
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工
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I言丙丙雨王而亙丙扇m告を;記録。1I
事1I 1 otJ !:搾需に爾の，い毎でした.大沢に~..土砂防工・8.'"

の各観..'"でも亭.の2・U土・000ミりもの爾・・'8しました.
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入

り
を
桶

h
な
く
す
た
め
の
無
人
化
施
工
の
試
験

等
も
実
施
し
ま
し
た
今
年
度
は
夏
場
に
繭
が

事
〈
、
天
候
不
順
が
続
き
ま
し
た
が
、
事
依
も
な

く
、
計
画
し
た
工
事
が
工
期
内
に
無
事
完
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
『

来
年
度
は

.m崎
明
地
を
鉱
止
す
る
と
い
わ
れ

る
溶
岩
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i官府間区去る l 
部道組弛@隠送蜘阻 l

郵便はがき

四四回園田園回
斜金受取人仏

土
石
滅
が
頻
発
す
る
河

川
で
工
事
を
行
う
場
合
、

労
働
災
容
の
ま
然
防
止
の

た
め
、
所
轄
は
奨
な
っ
て
も

州
じ
流
械
内
で
の
科
E
事

聞
の
連
絡
体
制
、
情
報
交

換
、
避
健
監
悦
等
の
連
機

は
極
め
て
重
要
で
す

管
内
の
砂
防
工
事
聞
係

業
者
と
治
山
工
事
関
係

草
書
7
社
は
「富
上
山
k

沢
川
等
工
事
関
係
有
迷

絡
会
議
」
を
放
置
し
、
協

力
し
て
‘
工
事
の
安
全
か
っ

円
滑
在
実
胞
に
努
め
て
い

ま
す
.
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| 平慮iI!l年度管内施設見学の状況[ttl月まで

21 '院寓 1:砂防だより平底11年3月1日

10阿2fJ見学の伝法小学校 3'1'-宅金目皆さんより感想

主と絵をいただき ました その庫を制介します

今年も k軒町/jに当司持続所管内の脚jJj設備や大沢崩れ

街中週の見学をしていただきま した 案内骨円指，示に

世い彬依なく実施でき ましたことをね礼申し jげます

• 音量加入数

J I CAパキスタン研修員ほか
人穴小学後4-6年生
合計検査鍵筏循...官室
富士市用水餐員会
富士観北中学後
日本大学 言語体資語科学科
東渇財鶴崎
富士宮市水防悩掻会

見学者等実施日

I#:<は砂WL'I<が行われていることを初めて知りました
もし、砂，FJjl事が行われてl、ることを知っτいたとしてるあ
んなに王えして工事をしたりあぷ傘い思いをして111::1'(~っ
たりしているとは思わなかったと思います
k世くオ苛1のようにおそろし“ことも&るけど富士山がなか勺

たら水が飲めな〈なってしまったか也知れなt‘と耳t、ました
これから、本をむだづかいしないようにします

1I1阜大況くずれで家がつぶされたり水がはんらんしたη
したけど.今は砂防工事がIiわれても唱円ーでひがいがてな
くてありがたいと必もH志した

主判和川栄太郎

広報誌読者の声お便り募集 I 

(1)富士山大沢崩れ対策等.富士砂防が実施している.

緩 についてご定見などをお聞かぜ下さい.

(2)富士山直略砂防30周年についてご定見などをお聞か

せ下さい.

-マ
リ
h
F
U

・

2名

4 日(貯昌 司』拘腕孟~~融旦調出と酔温) 12名
5日(水) 市立西富会開1¥館B亙車雇- 30名7-.目(ま;)水資源公団・a・・ 10名
17日(月) 芝川町内1II!l!.クラプ 22名
，.日(火) ー般公募(大沢馴れと御中道 25名
2u日開} 土11小学綬家庭倣育学級 53名

9~ 9日(ホ) 富士市須渇水S布団(大沢湖れと・中道} 令4名
17日{本) 般公現{大沢刷れと・中道 25名
"日{金東日本プロγク}合計all会・ 10名
，.目(金 JI CA研修生 刊名

28-29日(火) NHK薦書解酸員ほか 2名
10月2日(金} 富士市缶詰去小学俊 3'手金 131名

8日(本) 富士宮英竃ライオンZクラプ(大況崩れと.中道)14名
9日(金} 富士制作伝記去小学後6写生 143名
"目{日) 日本綜学会中l1li支l1li・防車セミナ 55名
12臼(同} 酒小学tl!""1I攻育掌緑 "名
13.....t48(水iホ公図<1>l1li支社 4名

14目(水} 般公現〈大沢崩れと・・中道 26名
15日開) 長餓県防災凶値会 36名
15目(木} 畏野県小谷村.会W 22名
2u日{火.丘郷土史研究会{大沢刷れと御中道) 21名

21日{水} 長野県土地開発公舎士連絡箇.会 22名
25日{目) ー般公穆(大沢周状嶋クイズゥ，-胃r、43名
27-2B日{ホ)東大太図敵視ほか 3名

社)中IIIIII!鮫也会役員 E市名

(3)その他お気づきの点.ご質問t.どありましたらお鵬か堂下
さい.

守

住所

氏名 |輔| |酬|
.怠
(学綬名}

戸岨明~lJ'"

ホお益しっかえがな11相まごR入下さい

とるごa'~ ，."，五;". 

1361名561牛合計
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富士山直轄砂防30周年

国による富士山田砂防工・が開始されてから.平

成 11年4月で調30年を迎えます.

この間大沢・技地における広大な遊砂地を始め

とする書置砂防殴舗の董・M温められて倉ました.

富士砂防工・・務所でl草、事楊新発足から潰30

盗事を迎える平成 12年直にかけ.これ車での仕事町

内容を・U遺品と共に.~・とも富士山骨量置な自
側や文化ー大切にした・..闘をはかつて行〈 た

富士山直鎗砂防事業
t及び富士砂防工事事積所)(1，)活量調E

1l1DA~ !!i周.. 
c・肱"'.
e・g・“.・.'目
{輔 }

。.膨S卑叫a目

(1870) 

I:Uω. 1胡 "

翼

間砂崩工事鞠所10大ニュ圃ス
畳札 (j怖の「前 iハートンステム』のむに

@ 噌七山への手紙・艦コンクールJが金 貨を

瞬き2年連融.) 

。 人間扇状地の棚上砂川 t樺即断工事1

で{f劫利用されリサイクルのモデルとし脚措
をあびる.

e 刊誌閥均野2~ム白南西側胤
施匝相Zにいで4

。 同 日プ醐m糊 i
間耐される.

川世情川・官t1lJ)

@ 管内で桝白川町陣水躍を記副官上宮巾
内では揚水敏省

。 上石輔副シスTム(CCTV)の醐逝み官舎
市役所でも上h悼をモニター.

@ 別補正予算叫加で時貨日櫨円買惜し過
」民I!l)に.

喜 刷れ甑頭部対策側壷r:'II.b下に向け軍国温む
T町本

連結路21でよ 「連

-土砂災事や旬院に・ずる古い写Jlや蛾・eぉ ・建I!t省富士砂防工事事務所

闘 のお廟
拘ちの方またご定見ご質問flど""ましたら 守418-0004 富士宮市三圃平竹田
電量又I~刊の&.で島知ら嘗下さい TEL 0544 (27) 5221 
〈連a・Sl'el FAX 0臼4(2η5988 
富士融筋工・・績所
{地暖広111掻当.段量旬奮*1ヰ ・富士宮砂防出!&所
又11・ヨ'&IUI"lで】 司1"418-0103 .士宮市上鉾出826-1

い 屯刷(27)5221岬副知山 TEL脚(臼)02担

ホームベージアドレス http://www.fujisabo.go.jp 
メ-)レアドレス chosa@fujlsabo.90.jp 


